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○

国内外から多くの観光客を誘引し、賑わいを創出します

観光客誘致を通じ交流人口を拡大するために必要な情報発信の機会として、観光キャンペーンや広告宣伝を実
施する。

○観光情報の発信 33,006千円 ○関係団体負担金 2,778千円
○宿泊施設利用促進への支援 6,000千円 ○イーハトーブ大使によるＰＲ 141千円
○体験型観光推進事業補助金 479千円 ○観光パンフレット等の作製 9,639千円
○映像作品のロケ誘致 1,355千円 ○電照広告の掲出 858千円
○商談会や物産展等への参加 970千円 ○滞在型観光推進事業補助金 139千円
○アフターＤＣ特別企画推進事業≪新規≫ 4,099千円
○JR新花巻駅新幹線ホーム音源制作≪新規≫1,430千円

観光情報発信事業費

担当課長

事業手法の詳細１

１．観光情報の発信 33,006千円
（1）花巻観光協会が実施する誘客事業や宣伝広告事業等に対する支援 32,500千円
（2）一般社団法人日本自動車連盟（JAF）観光協定システム使用料 6千円
（3）教育旅行誘致パンフレット作成業務委託料 500千円

２．関係団体負担金 2,778千円
（1）いわて観光キャンペーン推進協議会負担金 674千円
（2）岩手県観光協会負担金 2,104千円
（3）田瀬湖利用機関関係連絡会負担金 0千円

３．宿泊施設利用促進事業 6,000千円
花巻観光協会が実施する閑散期対策としての市内宿泊施設への誘客キャンペーンを支援
・SNSやOTAサイトを通じた花巻12湯プロモーションの実施
・冬の閑散期対策として実施した小学生以下体験料半額キャンペーンやスカイランタン、
雛まつりイベントなどのコンテンツをOTAを通じPR
・花巻12湯連泊者を対象とした特典企画（ランチ券配布）の開催

４．イーハトーブ大使を通じたPR 141千円
イーハトーブ大使を通じ主要都市において花巻の観光情報、首都圏イベント情報等を発信
うち謝礼金（記念品） 121千円、名刺印刷費 20千円

５．体験型観光推進事業補助金 479千円
体験型コンテンツを創出・改良する事業者の取組を支援

６．観光パンフレット等作製業務 9,639千円
パンフレット、ポスター、マップ等の作製

７．映画・ドラマ等ロケ誘致 1,355千円
（1）制作者への協力、関係者との調整、JFC事業への参画等 365千円

うち旅費265千円、JFC会費100千円
（2）ガイドブックや市HPへのロケ候補地の画像・動画掲載 990千円

８．電照広告（カラーコルトン）掲出 858千円
いわて花巻空港内に電照広告を掲出（早池峰神楽に変更）

９．商談会・物産展等への参加 970千円

１０．滞在型観光推進事業 139千円
自施設内または徒歩圏の周辺環境において、宿泊者に対し体験プログラムを提供する
宿泊事業者への支援

14200000 商工観光部 観光 藤井 淳

意見・要望等の状況

・閑散期の宿泊施設利用促進については、花巻観光協会から要望があったもの。
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令和4年度

【事後評価】

会計 款

事業手法の詳細２

１１．アフターDC特別企画推進事業【新規】 4,099千円
令和3年に開催された東北デスティネーションキャンペーン（ＤＣ）のコンテンツを
活用した誘客並びに情報発信、受入環境整備 4,081千円、郵便料 18千円

１２．JR新花巻駅新幹線ホーム音源制作【新規】 1,430千円
JR新花巻駅発着メロディの制作

項 目 事業コード 事業名

事業説明資料

01 07 01 03 174340 観光情報発信事業費

観光情報発信事業費 事業説明資料

事業手法の詳細３



令和4年度

【事後評価】

会計 款

単位:千円

0

4,448

県費

項

0

目 事業コード 事業名

0

0

4,448

前年度
決算額

地方債

その他

一般財源

特定財源の内訳

事業期間

事業説明資料

担当部署

単年度繰返 期間限定 ～

部重点施策における目標

事業開始の背景・経緯

事業概要

事業説明資料

○

国内外から多くの観光客を誘引し、賑わいを創出します

コロナ禍以前においては、訪日外国人観光客が年々増加している一方で、東北地方への入込が比較的少なかっ
たことから、誘客促進の取り組みや受入環境整備等の対応が急務となっていた。

○商談会への参加 362千円
○外国人観光客誘致促進事業への支援 4,000千円
（花巻観光協会が実施する外国人誘致事業への支援）

○関係団体負担金 404千円
○外国人観光客受入環境整備 264千円
（音声翻訳機リース）

外国人観光客誘致促進事業費

担当課長

事業手法の詳細１

１．商談会等への参加 362千円
うち旅費362千円

２．外国人観光客誘致促進事業補助金 4,000千円
花巻観光協会の商談会参加やAGTセールス、SNSによる多言語での情報発信、外国人案内業務への支援

３．関係団体負担金 404千円
（1）北東北三県観光立県推進協議会国際観光部会負担金 104千円
（2）日本政府観光局（JNTO）賛助団体負担金 300千円

※商談会等出席負担金40千円は不参加による減

４．外国人観光客受入環境整備 264千円
音声翻訳機リース料（市観光関連施設10か所分）264千円

14200000 商工観光部 観光 藤井 淳

意見・要望等の状況
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